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Test instructions
General instructions
This test comprises excerpts across 8 academic disciplines. 
Translate into English one or more of these passages based on your subject area expertise.
Rename the file by adding your full name before the filename (e.g., “Velany Rodrigues_Translation Test”).

Please make a note of the time taken to complete each exercise. 

You may use either American or British English, but not both.

You may use a dictionary and/or thesaurus. 
Once you are done with the test, enter your name and the test(s) you have attempted in the header.
Considerations while translating…
Native English level

Suited to cater to an academic/technical audience

Author’s intended meaning retained

Use of the comments feature to point out any issues to the author

Include your translation) text under the relevant original passage, in the space provided (e.g., the English translation of passage number 4 should appear right under it.
Medical
シェーグレン症候群は出現頻度の高い疾患であり、特に高齢者での発症が多いために、今後、高齢化社会を迎え、その数は益々増加することが予想されている。その特徴は、涙腺、唾腺へのリンパ球の浸潤と腺細胞の破壊を伴い、眼乾燥と口腔乾燥を主訴するものである。その原因は不明であるが、自己免疫疾患とする説が有力視されており、その診断基準もほぼ確立している。シェーグレン症候群における眼の臨床症状としては、異物感、灼熱感、掻痒感がある。その治療方法としては、人口涙液の点眼、ゴーグルやドライアイ用保護眼鏡の装着等の対症療法が主として用いられている。これらの治療法で改善が見られない場合には、外科的手術やステロイド薬、免疫抑制剤を併用する等の対症療法が主として用いられているが、何れも入院や医師の指導を必要としたり、器具が必要なため、治療のために、通常の社会生活が制約されるとの問題がある。一方、眼科領域で常用される一般の点眼剤は、手軽に携帯が可能で、用時に使用できる簡便さがあり、最近では、シェーグレン症候群における眼の臨床症状の治療用に、ヒアルロン酸ナトリウム入りの点眼剤なども市販されてはいるものの、未だ満足な治療及び／又は予防のための眼科用医薬組成物は得られていない。
トレハロースは２分子のグルコース同士が還元性基同士で結合した二糖類であり、α，α－トレハロース、α，β－トレハロース及びβ，β－トレハロースの３種類の光学異性体が存在する。本発明に於いては、特に断わりがない限り、これら３種類のトレハロースを単にトレハロースと略称する。トレハロースは、自然界においては、細菌、植物、動物界に広く分布している。食品分野においては、低甘味に加え、デンプンの老化防止、蛋白質の冷凍・乾燥時の変性防止などに際だった特性を有することから、その需要が急速に伸びつつある。又、化粧品分野に於いては、トレハロースは、皮膚に対する保湿性に優れ、その利用が広がっている。更に、トレハロースの経口投与、皮膚投与の安全性も既に確認されている。しかしながら、トレハロースの生体に対する生理機能に関しては、骨粗鬆症の改善、血中脂肪酸の代謝調節機能が知られているのみであり、殊、眼科領域に於いては、眼科手術の際に損傷を受けやすい角膜内皮細胞や角膜上皮細胞を保護する作用を有するとの報告があるのみである。
Translation (type below)

Molecular biology
胚性幹細胞（ＥＳ細胞）はヒトやマウスの初期胚から樹立された幹細胞であり、生体に存在する全ての細胞へと分化できる多能性を維持したまま長期にわたって培養することができるという特徴を有している。この性質を利用してヒトＥＳ細胞はパーキンソン病、若年性糖尿病、白血病など多くの疾患に対する細胞移植療法の資源として期待されている。しかしながら、ＥＳ細胞の移植は臓器移植と同様に拒絶反応を惹起してしまうという問題がある。また、ヒト胚を破壊して樹立されるＥＳ細胞の利用に対しては倫理的見地から反対意見も多い。患者自身の分化体細胞を利用して脱分化を誘導し、ＥＳ細胞に近い多能性や増殖能を有する細胞（この細胞を「誘導多能性幹細胞」（ｉＰＳ細胞）と言うが、「胚性幹細胞様細胞」又は「ＥＳ様細胞」と呼ばれる場合もある）を樹立することができれば、拒絶反応や倫理的問題のない理想的な多能性細胞として利用できるものと期待される。
体細胞核を初期化する方法として、例えば、体細胞の核を卵子に移植し作製したクローン胚からＥＳ細胞を樹立する技術が報告されている。しかしながら、この技術はＥＳ細胞を樹立する目的のためだけにクローン胚を作製することから、不妊治療で生じる余剰胚を用いる通常のＥＳ細胞に比して倫理的問題がかえって大きい。また、体細胞とＥＳ細胞とを融合させることにより体細胞核を初期化する技術が報告されている。しかしながら、この方法においても結局ヒトＥＳ細胞を用いることになり倫理的問題の解決とはならないという問題がある。さらに、ヒトに発生した生殖細胞腫瘍由来細胞株の抽出液と分化細胞とを反応させることにより細胞核を初期化する技術が報告されている。この方法は抽出液中のどの成分が初期化を誘導しているかが全く不明であり、技術の確実性や安全性に問題がある。
一方、分化した体細胞を初期化して誘導多能性幹細胞を誘導する作用を有する核初期化因子をスクリーニングする方法が提案されている。この方法はＥＣＡＴ遺伝子の発現調節領域により発現調節を受ける位置にマーカー遺伝子を存在させた遺伝子を含有する体細胞と被検物質とを接触させ、マーカー遺伝子発現細胞の出現の有無を調べて該細胞を出現させた被検物質を体細胞の核初期化因子の候補として選択する工程を含んでいる。
Translation (type below)

Engineering
油圧ショベルは、トンネルや地下鉄工事、都市土木工事などに幅広く使われている。最近の油圧ショベルは、トンネル、地下鉄工事や都市土木工事等の狭い作業現場では基礎の梁や電柱等の障害物や油圧ショベルの周辺で作業する作業員との衝突を防止するために、左右の履帯（本発明では履帯トラックフレーム等を含めて下部走行体と言う。）の幅内に上部旋回体を配設して、上部旋回体が旋回しても障害物や作業員に衝突しないようにした、小旋回式油圧ショベルが開発されている。この小旋回式油圧ショベルの作業機の多くは、上部旋回体の前端部にスイングブラケットを介して装着される、所謂スイング式作業機を備えている。また、上部旋回体の略中央の前方側にオフセット式作業機を装着した小旋回式油圧ショベルが開発されている。
さらに、従来の小旋回式油圧ショベルの運転席は上部旋回体の左側に配設されているので、運転席の前方および側方部が上部旋回体の円弧状に合わせた形状となっている。
しかしながら、上部旋回体の前端部にスイングブラケットを介して装着されるスイング式作業機、および、上部旋回体の略中央の前方側にオフセット式作業機を装着した小旋回式油圧ショベルでは、一般的な掘削作業等は問題ないが、トンネルや地下鉄工事、都市土木工事等において側溝掘り作業はできないとの問題がある。また、上記の運転席の前方および側方部が上部旋回体の円弧状に合わせた形状では運転席のスペースが小さくなって足元が狭く、操縦ペダルの操作性が悪いとの問題がある。さらに、小旋回式油圧ショベルであっても、トンネル、地下鉄工事や都市土木工事等の狭い作業現場では基礎の梁等が突き出して障害物となる場合があり、障害物に気がつかずに運転室に衝突するとの問題がある。
Translation (type below)

Electronics
燃料電池および空気電池(以下、「燃料電池など」ということがある)は、空気中などの酸素を酸化剤とし、燃料となる化合物や負極活物質との化学反応のエネルギーを電気エネルギーとして取り出す電気化学エネルギーデバイスである。前記燃料電池などは、Liイオン電池などの2次電池よりも高い理論エネルギー容量を持ち、自動車搭載用電源、家庭や工場などの定置式分散電源、あるいは、携帯電子機器用の電源などとして利用することができる。前記燃料電池などの正極側では、酸素が還元される電気化学反応が起こる。前記酸素還元反応は、低温では進行しにくい反応であり、一般的には、白金(Pt)などの貴金属触媒により反応を促進させるが、それでも、前記燃料電池などのエネルギー変換効率を下げる主な要因となっている。 
前記燃料電池などは、それを用いて動作させる自動車、発電機、電子機器などの運転状況に応じて、出力を変動させる必要がある。前記燃料電池などが低電流出力状態で用いられる時は、正極、負極ともに平衡電位に近い状態を保ちながら安定した状態で発電を行うことが可能である。一方、高電流出力状態では、過電圧に伴い電圧が低下すると同時に、正極、負極ともに、反応物の供給が一時的に追いつかず、急激な電圧降下により、不安定な電力供給状態を招き、さらには、不安定な電池動作により、電池の劣化を速めてしまうという問題がある。 
前記問題に対しては、大気中およびガス雰囲気中で使用される燃料電池用カソードとして、触媒担持導電体に酸素吸放出体をさらに担持することが提案されている。 燃料電池は、充電不要な可搬型電源として、自動車や携帯機器への応用が期待されている。しかしながら、現状の技術では燃料電池の内部抵抗は高く、瞬間的に必要とされる大電力を供給することができない。そのため、電気二重層キャパシタなどのアシスト電源も使用されている。また、燃料を搬送する装置の初期動作や燃料電池の出力が安定するまでの間に電力を供給するための二次電池などの補助電源が使用されている。従って、燃料電池とアシスト電源や補助電源を組合わせるための制御装置が必要となり、それらの制御方法が種々検討されている。
Translation (type below)

IT
近年、デジタル信号技術の進展に伴い、映像(動画像)、画像又は音声を対象にした、通信、放送、記録媒体[CD (Compact Disc)、DVD (Digital Versatile Disc)]、医用画像、印刷等の分野がマルチメディア産業或いはIT (Information Technology)として著しい発展を遂げている。映像や画像、音声に対するデジタル信号技術の一翼を担うのが情報量を低減する圧縮符号化であるが、その信号理論として、代表的にはシャノンの標本化定理があり、更に新しくはウェーブレット変換理論等がある。また、例えば音楽のCDでは、圧縮を伴わないリニアPCM (Pulse Code Modulation)が用いられるが、信号理論は同様にシャノンの標本化定理である。
従来、映像、アニメ画像などの動画の圧縮技術としてＭＰＥＧが知られており、デジタル放送やDVDにおけるMPEG-2方式の採用や、第３世代携帯電話のインターネット・ストリーミングや移動体通信などの分野におけるMPEG-4方式の採用などにより、映像信号のデジタル圧縮技術は、近年非常に身近なものとなっている。その背景には、蓄積メディアの大容量化、ネットワークの高速化、プロセッサの高性能化、システムLSIの大規模・低価格化などがある。このように、デジタル圧縮を必要とする映像応用システムを支える環境が着々と整ってきている。
MPEG2 (ISO (International Organization for Standardization)/ IEC (International Electrotechnical Commition) 13818-2) は、汎用の画像符号化方式として定義された方式であり、飛び越し走査方式、順次走査方式の双方に対応できるように定義され、また標準解像度画像、高精細画像の双方に対応できるように定義されている。このMPEG2は、現在、プロフェッショナル用途及びコンシューマー用途の広範なアプリケーションに広く用いられている。MPEG2では、例えば720×480画素の標準解像度、飛び越し走査方式の画像データを４～８〔Mbps〕のビットレートにデータ圧縮することができ、また1920×1080画素の高解像度 、飛び越し走査方式の画像データを18～22〔Mbps〕のビットレートにデータ圧縮することができ、高画質で高い圧縮率を確保することができる。
一般に動画像の符号化では、時間方向及び空間方向の冗長性を削減することによって情報量の圧縮を行う。そこで時間的な冗長性の削減を目的とする画面間予測符号化では、前方または後方のピクチャを参照してブロック単位で動きの検出及び予測画像の作成を行い、得られた予測画像と符号化対象ピクチャとの差分値に対して符号化を行う。 
Translation (type below)
Semiconductors 
半導体レーザにおける戻り光雑音を低減するには、半導体レーザをマルチ縦モード動作させることが効果的である。マルチ縦モード動作とは、レーザ発振を生じている波長(発振波長）が単一の波長ではなぐ複数の発振波長からなるレーザ発振状態のことである。半導体レーザをマルチ縦モード動作させると、モード競合を生じにくくなり、過剰な雑音が発生しなくなるため、光ディスクからの反射戻り光の影響の少ない低雑音特性を実現することができる。
マルチモード発振を生じさせるためには、半導体レーザをパルス状に動作させればよい。半導体レーザをパルス状に動作させるためには、高周波重畳回路を用いてレ一ザをパルス駆動させればよいが、この場合、新たな駆動回路が必要となり、部品点数が増大するため、光ピックアップの小型化又はコストの面で不利である。また、最近の自動車には半導体レーザ素子を高速変調する高周波重畳モジュール以外にも高周波を用いた装備品（例えばETC機器（Electronic Toll Collection system)が多く搭載されている。このため、機器同士の周波数の共鳴に起因する機器の誤動作等の 問題が発生する可能性がある。従って、半導体レーザ素子を高速変調させる方法は最善の方法とは言い難い。
高周波重畳回路を用いずに、レーザをパルス状に駆動させるためには半導体レーザにおける自励発振現象を利用することが有効である。自励発振型レーザでは、導波路中に形成されたレーザ光に対する吸収領域がレーザ光自身により励起され、その光吸収量が小さくなり、ついには透明（吸収飽和）となる可飽和吸収体を形成する必要がある。吸収体が透明となると、導波路の損失が小さくなり光出力が急激に大きくなる。光出力が大きくなると、誘導放出で消費される活性層でのキャリア数も大きくなり、急激にキャリアが失われるため、ついにはキャリア数が不足してレーザ発振が停 止することなる。このため、自励発振型レーザの光出力は、直流バイアス動作させていても、時間に対してパルス状の動作をし、マルチ縦モード発振を得ることができる。また、自励発振動作中の半導体レーザでは、活性層でのキャリア密度も時間的に振動するため、活性層の屈折率が時間的に変化する。活性層の屈折率が変化すると、発光波長の変化につながるため、個々の発振スペクトルの線幅も大きくなる結果、光ディスクからの反射戻り光との干渉性を低減することができる。このように、(2)信号劣化抑制(低雑音化)のためには、高周波重畳回路を用いずに過剰雑音を低減できる 小型低雑音の光源として自励発振型レーザは重要である。次に、(3)幅広い動作温度保証のためには、半導体レーザ素子自体の温度特性を向上させる必要がある。
Translation (type below)
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